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那珂郡大宮町、山方町、美和村、緒川村、東茨城郡
御前山村が合併、市制施行により常陸大宮市が誕生

～歴史と魅力を引き継いだ10年。さらに羽ばたく常陸大宮～

2004年10月

応募総数934点の中から、
市章が決定

2005年3月

常陸大宮市田子内町に、地域の中核病院として「常
陸大宮済生会
病院」が開院

2006年7月

市の花・木・鳥が制定
花「ばら」・木「さくら」・鳥「かわせみ」に決定

2007年8月

市長あいさつ市長あいさつ市長あいさつ 常陸大宮市長　三次真一郎

　常陸大宮市は平成１６年１０月１６日に誕生し、今年市制施行・合併１０周年を迎えました。市では「歴史と魅力を引
き継いだ１０年。さらに羽ばたく常陸大宮」をコンセプトに、市民の皆さんには市へ愛着を持ってもらい、市外の
方には、市の魅力を知っていただき、市として一体感の醸成を深め、将来に向かいさらなる飛躍と発展につなが
る契機とするため、様々な「市制施行・合併１０周年記念事業」を実施しています。
　今後も市民の皆さんと協働しながら、まちづくりに取り組んでいきます。
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ねんリンピック茨城 2007 開催
市では「なぎなた交流大会」を開催

2007年11月

三次真一郎市長が誕生

2008年4月

第23回国民文化祭・いばらき2008開催。市では
「全国吟詠剣詩舞道祭」「西塩子の回り舞台歌舞伎公
演」を開催

2008年12月

御前山地域の長倉、野口、伊勢畑小学校が統合し
て「御前山小学校」が開校

2009年４月

市民バス　本格運行開始

2007年10月

市民憲章を制定
「わたしたちがつくるまちの姿」

2007年9月

・合併5周年記念式典開催
・「常陸大宮大使」の誕生
・市マスコットキャラクター「ひたまる」の誕生
　（愛称については
12月に決定）

2009年10月
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市の歌「君とこのふる
さとで」を制定

2014年4月

市の魚「あゆ」を制定

2014年6月

10月16日、常陸大宮市市制施行・合併10周年を
迎える

2014年10月

SL奥久慈
清流ライン
号が運行

2012年12月

（市の歌CDジャケット）

▲天井が崩落した文化センター大ホール

▲

（あゆのぼり）

▲

常陸大宮市
新消防庁舎
完成

2013年3月

「常陸大宮市及び周辺地域の和紙生産用具と製品」
が国登録有形民俗文化財に登録

2013年3月

常陸大宮市野上地域で古代象ステゴロフォドンの
頭蓋化石を発見

2011年12月

東日本大震災発生
（常陸大宮市では震度６弱を観測）

2011年3月

予約制乗合タクシー市内全域運行スタート

2010年4月
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　市営の幼稚園や保育所の充実、子育て家族が安心して
外出できる環境を整備するため、遊具や事故防止用品、
赤ちゃんの駅の備品購入に要する費用として活用しました。
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　環境問題や資源問題への取り組みとして、クリーンな
新エネルギーである、太陽光発電システムの設置に要す
る費用として活用しました。
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　日本有数のあゆの漁獲量を誇る那珂川、久慈川沿いの
国道に、市の魚であり特産品であるあゆを効果的にＰＲ
する「あゆのぼり」の作成に要する費用として活用しま
した。
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　市民のスポーツ参加や地域スポーツの振興を図るた
め、スポーツ用品の購入（防球ネット）に要する費用と
して活用しました。
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・活力ある観光の振興を図るため、市の魅力を満載した
観光情報誌の作成に要する費用として活用しました。

・ひとり暮らしの高齢者等の方に、緊急事態の救助活動
を迅速に行うための緊急通報システムを設置する準備
費用として活用しました。
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その他
9億1,697万円（3.9％）

市税
49億76万円（21.3％）

繰越金
10億5,856万円（4.6％）
諸収入
5億3,366万円（2.3％）
使用料手数料
2億2,718万円（1.0％）
分担金負担金
2億726万円（0.9％）
その他
3億67万円（1.4％）

地方交付税
93億5,342万円（40.7％）

市債
24億8,939万円
（10.8％）

国庫支出金
17億8,186万円
（7.7％）

県支出金
12億3,983万円（5.4％）

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
た ば こ 税
入 湯 税

8.9％
10.5％
0.5％
1.3％
0.1％

20億 4,319 万円
24億 2,520 万円
1億 747 万円
3億 417 万円
2,073 万円

（68.5％）

自
主
財
源依

存
財
源

（31.5％）230億956万円
（100％）

総務費
22億7,139万円
（10.4％）

教育費
21億6,240万円
（9.9％）

衛生費
18億6,469万円
（8.6％）

諸支出金
18億5,876万円
（8.5％）

土木費
12億6,209万円
（5.8％）
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　平成２５年度の歳入については、事業完了等に伴い国庫支出金や県支出金が減となるほか、企業収益の減による法人市民
税の減収や普通交付税・震災復興特別交付税についても減となりましたが、景気回復に伴う個人市民税や固定資産税の増
収に加え、制度改正に伴うたばこ税の増等により所要の財源を確保しました。
　歳出については、少子化・人口減少対策として若年層の定住促進のための新婚家庭家賃助成事業、災害時の避難施設と
なる総合保健福祉センターへ太陽光発電システムを設置した再生可能エネルギー等導入促進事業、林業振興のため�井勝
利森を活かし緑を育む基金を活用した作業道開設や造林整備事業、産業の振興を目的とした道の駅整備事業、安全・安心
のためのトンネル点検や橋梁耐震化事業、教育環境の充実を図るための山方小学校及び山方南小学校屋内運動場、大宮中
学校及び緒川中学校の耐震改修工事の設計委託等、多岐にわたる事業を実施しました。
　一般会計の歳入決算額は２３０億９５６万円、歳出決算額は２１７億５，２２９万円で、歳入歳出差引残額は１２億５，７２７万円となります
が、翌年度に繰り越した事業に充てる財源として１億２，９６０万円を差し引いた実質収支額は１１億２，７６７万円となります。

平成25年度特別会計・公営企業会計決算額
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商工費ほか
8億9,150万円（4.1％）

217億5,229万円
（100％）

民生費
60億5,925万円
（27.9％）

公債費
31億2,876万円
（14.4％）

総務費
22億7,139万円
（10.4％）

総務費
22億7,139万円
（10.4％）

総務費
22億7,139万円
（10.4％）

教育費
21億6,240万円
（9.9％）

教育費
21億6,240万円
（9.9％）

教育費
21億6,240万円
（9.9％）

衛生費
18億6,469万円
（8.6％）

衛生費
18億6,469万円
（8.6％）

衛生費
18億6,469万円
（8.6％）

諸支出金
18億5,876万円
（8.5％）

諸支出金
18億5,876万円
（8.5％）

諸支出金
18億5,876万円
（8.5％）

土木費
12億6,209万円
（5.8％）

土木費
12億6,209万円
（5.8％）

土木費
12億6,209万円
（5.8％）

農林水産業費
12億3,561万円
（5.7％）

消防費
10億1,784万円（4.7％）

≪商工費ほか≫ 
商工振興、雇用対策、
災害復旧等に係る費用
◆商工会助成事業
◆観光振興対策事業 
◆道の駅整備事業 
◆緊急雇用創出事業 
◆台風及び突風等災害復旧事業など

≪民生費≫ 
障害者福祉、高齢者福祉、
保育所費等に係る費用
◆障害者自立支援事業
◆老人医療給付事業
◆児童手当、保育所費、延長保育・
休日保育実施助成、放課後児童健
全育成事業
◆母子・父子福祉手当支給事業
◆高齢者福祉事業
◆生活保護事業 
◆防犯対策事業など

≪総務費≫ 
地域振興等に係る費用 
◆市内循環バス運行事業
◆予約制乗合タクシー運営事業 
◆集落支援事業
◆公文書館設立準備事業 
◆区運営費 
◆新婚家庭家賃助成事業
◆徴税対策費、選挙費など

≪教育費≫ 
小・中学校・幼稚園管理費、生涯学
習・スポーツ振興等に係る費用
◆小中学校校舎等の環境整備、備品の充実 
◆小中学校通学対策事業 
◆小中学校施設耐震化等事業
◆小学校英語指導員、中学校英語指
導助手配置事業
◆中学生海外研修事業
◆青少年育成事業、文化センター・
図書情報館管理運営費
◆スポーツ教室開催事業 
◆学校給食センター運営費など

≪公債費≫ 
過去の借入金の返済等に係る費用
◆元金償還
◆利子償還

≪消防費≫ 
消防団運営、
消防施設等の整備に係る経費
◆消防水利（防火水槽・消火栓）整備事業 
◆消防ポンプ自動車購入事業 
◆西消防署耐震改修事業 
◆災害対策事業など 

≪農林水産業費≫ 
農道・林道整備や
農林水産業振興等に係る費用
◆新規就農者総合支援事業 
◆土地改良事業等による農道及び排水路整備
◆県営負担金事業による基盤整備
◆林道整備事業 
◆髙井勝利森を活かし緑を育む基金
を活用した林業振興事業

◆木造住宅建設助成事業
◆バイオマス利活用推進事業など

≪土木費≫ 
道路・橋梁整備、
公営住宅管理等に係る費用
◆市道・橋梁整備事業
◆公営住宅、都市公園等管理事業
◆公共下水道事業特別会計繰出金など

≪衛生費≫ 
保健衛生、広域聖苑管理運営、
ごみ収集等に係る費用
◆不妊治療費助成事業 
◆健康診査、各種予防接種事業 
◆常陸大宮済生会病院運営安定化支援 
◆再生可能エネルギー等導入促進事業
◆おおみや広域聖苑管理運営費
◆大宮地方環境整備組合負担金
◆ごみ収集委託など

≪諸支出金≫ 
基金積立に係る費用
◆財政調整基金積立
◆市債管理基金積立 
◆豊かな自然と調和したまちづくり基金積立など

平成25年度末市債の現在高
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市民１人当たり・1世帯当たりの基金及び市債の現在高 市民の皆さんの市税負担額と市の歳出額
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「ひたまるさんち
の家計簿」

　財政用語が難しい、金額の桁数が大き過ぎて実感がわかないと言われることが多いの
で、市の財政状況を身近に感じていただけるように、一般会計の決算規模を５０００分の１
に縮小して『ひたまるさんちの家計簿』に例えて表現してみました。市の財政と家庭の
家計簿では仕組みが違い、完全な置換えが難しいところが多々あることをご了解ください。
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常陸大宮市の健全化判断比率・資金不足比率常陸大宮市の健全化判断比率・資金不足比率
平成25年度
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　財政健全化法は、地方公共団体の財政の健全性に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期
健全化及び財政の再生、公営企業の経営の健全化を図るための必要な対策を実施することにより、地方公共団体
の財政破綻を未然に防ぐことを目的としています。
　早期健全化基準を超えた場合は財政健全化計画を、資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合は経営健
全化計画を定めることになります。
　平成２５年度決算に基づき算定された常陸大宮市の健全化判断比率及び資金不足比率は、以下のとおりすべての
指標において基準値を下回り、健全性を維持しました。

 � ����������������������������������

�����������������	����������������

 � ����������������������������������

����������������������

�������	
��
���������
�������	�
��
������
��
��������	

�����

�� � � � � � �

�� � � � � � � 	 
 �

��������	
��

���������	
��

��������	
���


�� � � � � � � 	 
 �

������

�������	
������
����������	���

����
���
���

����
�����

����
�����

�����

��������	
��
������������������������������� � � � � �

���������	
��

�����������
�������	


��������������������	

�������	
��
�������������
�������	
��
�����������

����������������������

��������	
��
������������
���������	
��
�������������

������������ � � � � �

�������	
��
��������
��������������	���
�������	
��
�����������������������
�������	
��
�������������������� !�"#$%&'�(&)

�������



��������������������１０

!!! 常陸大宮市へ
ようこそ！
常陸大宮市へ
ようこそ！
常陸大宮市へ
ようこそ！

和 を 　 体 験

紙漉き体験

▲真剣に取り組んでいます ▲綺麗な富士山ですね ▲ベースとなる和紙を作っています

押し花体験

▲自分好みの作品になったかな？ ▲繊細な手つきで作っています ▲講師に教わりながら

▲お別れセレモニー ▲市役所正面での集合写真　 ▲See you Next Time

最 終 日

　９月２５日から２８日まで、オーストラリアのヒースコート校、エ
ンガディン校、ポートハッキング校のハイスクールの生徒２９人と
引率者７人が常陸大宮市を訪れました。３校は市の中学生海外派
遣研修事業で交流のある学校で、滞在中は、市内中学生の各家庭
でホームステイをしました。
　初日は市役所へ表敬訪問した後、各中学校で授業や給食などで
生徒と交流を深め、２６日には市内体験活動として紙漉きと押し花
の体験をしました。２７日はホームステイファミリーと一緒に一日
を過ごし、たくさんの日本文化に触れながら、２８日に常陸大宮市
を後にしました。

�市役所を表敬訪問

歓迎レセプション�



��������������������１１

� � � � � �

　９月の敬老の日にあたり、市長と副市長が、１００歳以上のご長寿の方々を訪問し、市及び市社会福祉協議会から
の祝い金や記念品をお贈りしました。そして、今年度１００歳を迎えられる方には、内閣総理大臣と県知事からの褒
状・記念品を贈り長寿をお祝いしました。
　１０月１日現在、１００歳以上の方は５２人（男性７人、女性４５人）で、昨年より６人増えました。
　次の表は、平成２６年度中に１００歳以上を迎える皆さんです。

▲小室さん（下檜沢）

▲小野�さん（盛金）

▲掛札さん（小貫）

▲鴨志田さん（鷹巣）

▲宮田さん（小場）▲大森さん（上大賀） ▲鹿子幡さん（富岡）

（敬称略）
※掲載を希望されない方の氏名は掲載していません。
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　県及び市では、貴

重な文化財を保護す

るために、文化財保

護指導委員による巡

視を実施していま

す。第１回巡視は７

月３１日に実施され、

市内１４件の文化財・

遺跡について異常がないことを確認しました。

　なお巡視は年３回予定されていますので、皆さん

のお近くへ行った際には、ご協力をお願いします。

　文化財は、地域の歴史や文化の成り立ちを理解す

るうえで、欠くことのできない貴重な歴史的財産

で、将来の文化の向上・発展の基礎を成すものです。

　市には、県・市指定の文化財や遺跡など、多くの

文化財が所在していますので、機会があればぜひご

覧ください。

��������

　９月２６日、市文化センターで「常陸大宮市戦没者
追悼式」が遺族と来賓など約２００人が参列し、しめや
かに行われました。式では、参列者全員で黙とうを
ささげ、市長が式辞を述べた後、参列者の代表が追
悼の辞を述べ、戦没者への追悼と平和を誓い、献花
が行われました。
　追悼式は、先の大戦等における市の戦没者の御霊
に対して追悼の意を表するとともに、遺族の方々の
労苦に対し深い敬意を表し、市民を挙げて平和を祈
念するため３年に１度行われます。
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　９月に米ボストンの音楽大学
を卒業し、３年ぶりに帰国しま
した。ボストンでは大学生活と
並行して音楽活動にも力を入れ
ていましたが、特に印象深かっ
たのは「水郡線ＳＬにみんなで
手を振っちゃおうプロジェク
ト」の音楽を担当させていただ
いたことです。　
　極寒のボストン、日米間の時
差、電話やメールだけのやりとり等、厳しい状況の
中での音楽制作は、市民の皆さんの期待に応えられ
るか、不安に満ちていました。しかし制作用に届い
た動画に映る皆さんの笑顔に勇気づけられ、楽曲の
完成に至りました。先日行われた帰国後初ライブも
「ぜひ常陸大宮市で」という私の希望を快く受け入れ
てくださった皆さんのご協力のもと、無事に終える
事ができ、改めて常陸大宮市の愛を感じました。今
回のウダーベ音楽祭に関わった事で、きっと“私に
もできるまちづくり”があると実感しています。
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　市内泉在住の杉山寅男さんが、長年にわた
る交通安全運動への尽力が認められ、平成２６
年度交通安全功労者として国務大臣より８月
２９日に表彰を受けました。
　杉山さんは昭和４９年に交通安全協会に入会
して以来、４０年にわたり交通安全運動に従事
され、現在では県交通安全協会大宮地区の大
宮支部長を務めています。この長年の功績が
称えられ、杉山さんが県で初めての受賞とな
りました。
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　８月２８日、��常陸の大宮地区統括部大ホール
で「常陸大宮市道の駅農産物等出荷研究会」の
設立総会が開催されました。
　この会は、道の駅への農産物等の安定的な出
荷を目的とし、栽培講習会や先進地視察研修な
どを実施していきます。設立総会では、規約の
制定や役員の選出、平成２６年度の事業計画及び
収支予算が承認されました。
　また総会終了後には、安全な農産物や直売向
け野菜の生産について、栽培講習会が開かれ、
参加者は真剣に講
師の言葉に耳を傾
けていました。
　なお、当研究会
への加入は随時受
け付けていますの
で、ぜひご加入く
ださい。
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　８月３０日、社会福祉法人慈徳会（やまびこ
厚生園）と国長区が、災害時における施設利
用の協力に関する協定の締結を行いました。
　この協定は、国長区に地震・風水害・その
他の災害等が発生した、または発生するおそ
れがある場合に、社会福祉法人慈徳会（やま
びこ厚生園）が管理する施設を避難場所とし
て提供していただくものです。
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　１０月８日、塩田小学校跡地（北塩子１７２１）

に建設中だった文書館が完成し、開館セレモ

ニーが行われました。開館は１０月１０日（金）

からです。

　所蔵している文書は、歴史的公文書や地域

に根付く史料（古文書等）で、所定の手続き

により閲覧することができます。ぜひご利用

ください。
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■問い合わせ■　JA常陸　営農販売課　�53-5130

商工観光課　道の駅整備推進室
�52-1111（内線276）
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　９月２１日に、テレビ番組「開運なんでも鑑

定団」のコーナーでおなじみの「出張！なん

でも鑑定団」の公開録画収録が、市文化セン

ターで行われました。当日は、多くの方に観

覧いただき、大盛況のうちに、無事収録する

ことができました。

　なおこの模様は、１０月１４日にテレビ放映さ

れました。
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　９月２７日、花立自然公園で「第２４回花立山
星まつり」が開催されました。
　祭りでは、手作り望遠鏡教室や星空解説な
ど、星にちなんだイベントが多数開催され、
たくさんの来場者でにぎわいました。
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　９月２８日、辰ノ口のおおみや消防広場で、「消防ポンプ操法

競技大会県北地区大会」が開催されました。

　市からは、先日の「市消防ポンプ操法競技大会」で優勝し

た第１１分団（美和地域）と第１５分団（緒川地域）が代表とし

て出場しました。大会は県北９市町村で競われ、第１５分団が

ポンプ車操法の部で優勝、第１１分団が小型ポンプ操法の部で

第３位を飾りました。

　また個人に贈られる優秀選手賞に、５人の選手が
選ばれました。
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敬称略

田母神後援会実行委員会
113,862円

＜AED購入資金に＞
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「道の駅みわ」「道の駅みわ」 受賞がが
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　９月２１日、第６回お化け南瓜コンテストが、緒
川物産センター「かざぐるま」で開催されました。
　これは「かざぐるま」出荷会の会員が、同一品
目を栽培することにより、会員同士の連帯感を深
め、良品出荷への意欲向上を目指すために行われ
ているものです。
　コンテストでは、重量部門、イケメン部門、
ユーモア部門の審査が行われ、表彰式では、市長
賞や市議会議長賞、農業委員会長賞などの受賞者
が表彰されました。

　平成２７年度の美和中学校と緒川中学校の統合
に伴い、美和小学校と緒川小学校の６年生が、
中学入学を控えての交流学習を行いました。交
流学習は、長く陸上を専門としてきた小瀬高校
の武藤教頭が陸上指導を行い、小学生がお互い
の学校を訪問する形で実施しました。
　小瀬高校と２つの小学校は、「学びの広場サ
ポートプラン」の指導補助を実施したり、「星の
学習」で高校に小学生が来校したりするなど、
以前から交流がありました。小瀬高校では、交
流学習が他の小学校にも広がり、高校生の活動
範囲が増えていけば、地域の高校としての役割
や責任を果たしていくことが可能になる、と期
待を込めていました。
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　１０月１９日、晴れ渡った青空の下、生涯学習課主催「ふ
るさと再発見☆カメラをもってハイキングしよう！」
を開催しました。
　参加者は、ガイドの案内で高部宿の名所を巡った
後、マイクロバスで尺丈山登山口まで移動し、ハイキ
ングを楽しみました。 ��������	
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ふるさと再発見☆ふるさと再発見☆
カメラを持ってハイキングしよう !

速報 !!速報 !!
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　平成２６年第２回常陸大宮市議会臨時会が、８月１１日に開会されました。この臨時会では、次の議案
が審議され、それぞれ可決、同意及び承認されました。

臨
時
会

そ　の　他 　
○専決処分の承認を求めることについて
　（指定管理者の指定について）
○市道路線の廃止について

・市長提出議案
条　　　例 　　　　　　　　
○常陸大宮市医療福祉費支給に関する条例の一
部を改正する条例
人　　事 　　　　　　　　　　　　
○監査委員の選任について
中村　春男、淀川　茂樹（議員選任）

　平成２６年第３回常陸大宮市議会定例会が、９月２日から２４日まで開会されました。この定例会で
は、次の議案が審議され、それぞれ可決、認定及び同意されました。

定
例
会

条　　　例 　　　　　
○常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例

○常陸大宮市市営住宅条例の一部を改正する条例
○常陸大宮市保育所における保育に関する条例を
廃止する条例 

平成２６年度補正予算 
○常陸大宮市一般会計補正予算・特別会計（６会
計）補正予算

人　　　事 
○固定資産評価審査委員会委員の選任について
　大串　昌太郎
　井野上　猛
そ　の　他 　　　　　　　
○茨城消防救急無線・指令センター運営協議会規
約の変更について

・市長提出議案
平成２５年度決算 
○常陸大宮市一般会計歳入歳出決算・特別会計
（１０会計）歳入歳出決算の認定について
○常陸大宮市上水道事業会計利益の処分及び歳
入歳出決算の認定について
条　　　例 　　　　　　　　
○常陸大宮市制施行記念日を定める条例
○常陸大宮市一般職の任期付職員の採用等に関
する条例

○常陸大宮市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例

○常陸大宮市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める条例

○常陸大宮市放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例

○常陸大宮市税条例の一部を改正する条例

がん検診早わかり　－その２－がん検診早わかり　－その２－
＊胃がん検診
　胃がんは長い間、日本人のがん死亡率のトップを占めてきました。治療成績がよいため、
近年では死亡率は減少傾向にありますが、依然として日本人が多くかかっているがんです。
集団検診で見つかる胃がんは早期がんが多く、胃がんは今や「治るがん」といわれています。

＊検診方法
　胃を膨らませる発泡剤とバリウム液（造影剤）を飲み、様々な角度から胃の内部をＸ線で撮影します。潰瘍やが
んがある場合は、バリウムが均一につかず、たまった部分が白く濃く映ります。

＊検診のここがすごい！

胃部不快感、胃が重い、消化不良、食べ物の好みの変化、食欲不振があったら
すみやかに医療機関を受診しましょう。

　がんを正しく発見できる精度は、80%程度といわれています。胃の内部の変化がわかるので、胃がんだけでなく、
潰瘍やポリープなども発見でき、早めの治療につながりやすいというメリットがあります。

【市の胃がん検診結果（平成 24年度）】
検診の種類
胃がん検診

受診人数
2,971 人

要精密検査
351人

胃がん（早期がん）
6（6）人

■問い合わせ■　健康推進課［総合保健福祉センター（かがやき）内］　☎54‐7121
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家計調査がはじまります家計調査がはじまります
～世帯の収入や支出など「家計収支」を明らかにする調査です～

　家計調査は、統計法で定められた統計調査で、昭和２１年から全国で実施され
ている歴史のある調査で、全国１６８市町村、約９，０００世帯を対象に実施されてい
ます。また、世帯の皆さんに６カ月間（単身世帯は３カ月間）家計簿等を記入
してもらうことで、国民生活の実態を家計の面から明らかにすることを目的と
しています。
　調査結果は、税金や年金・医療制度の改定、賃金の算定など、私たちの生活
に関連する施策を検討する基礎資料として、国・地方公共団体や企業などで幅広
く活用されています。
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　平成２７年１月１日から常陸大宮市で家計調査を実施することとなりました。
　１１月から茨城県知事に任命された統計調査員が調査対象として指定された地区の世帯を訪問し、世
帯名簿の作成のため、世帯主の氏名、職業、家族の人数等をお聞きしますので、調査の趣旨をご理解い
ただき、調査へのご協力をお願いします。
※調査対象地区…上町・下町地区の一部、南町・栄町地区の一部

� �������	
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　統計法では、調査を受ける方には調査票に記入して提出する義務（報告義務）を、調査を実施する関
係者には調査によって知ったことを他に漏らしてはならない義務（守秘義務）を規定しています。
　調査票に記入していただいた内容は、統計法に定められている利用目的以外に使用することはあり
ません。
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　統計調査員を装った不審な訪問者や、不審な電話・電子メールなどにご注意ください。調査員は必ず
調査員証を身に付けています。

■問い合わせ■　茨城県企画部統計課　物価家計グループ　�029‐301‐2661
　　　　　　　　総務課　情報・統計グループ　　　　　�52‐1111（内線318）

詳しくは【総務省統計局　家計調査ホームページ】をご覧ください。　

 http://www.stat.go.jp/data/kakei/index.htm
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結核を知ろう！　―結核の常識―結核を知ろう！　―結核の常識―
◎結核はどんな病気なの？
　結核は、明治時代から昭和20年代までの長い間「国民病」「亡国病」と恐れられ、50年前までは年間
死亡者数も10数万人に及び、死亡原因の第 1 位でした。現在は、医療や生活水準の向上により、薬を飲
めば完治できる時代になりましたが、過去の病気と思っていると大間違いです。
　今でも日本では、1日に 58 人の患者が発生し、6人が命を落としている重大な感染症です。

◎結核はどうやって感染するの？
　結核は、結核菌によって主に肺に炎症が起こる病気で、結核菌の混ざったしぶ
きが咳やくしゃみと一緒に空気中に飛び散り、それを周りの人が直接吸い込むこ
とによって感染します。ただし吸い込まれた結核菌の大半は、鼻、のど、気管支
などに付着し、そこにある繊毛の働きによって体外に排出されるため感染しませ
んが、肺の一番奥まで侵入すると感染します。結核菌に感染しても必ず発病する
わけではなく、通常は免疫力が結核菌の増殖を抑え込みます。増殖を抑えきれな
くなると結核を発症します。
　怖いのは気づかずにうつしてしまうことです。

◎結核の予防
　予防には、普段から健康的な生活を心がけ、免疫力を高めておくことが重要です。夜更かしなどの不
規則な生活や、喫煙は厳禁です。また抵抗力の弱い赤ちゃんは、結核に感染すると重症になりやすく、
生命が危うい事すらあります。予防するためには、ＢＣＧ接種が有効です。市の案内に従って、遅くと
も 1歳までに接種を受けてください。65歳以上で今年度胸部レントゲン検査を受けていない方は、住民
健診（追加健診）をおすすめします。

■問い合わせ■　健康推進課〔総合保健福祉センター（かがやき）内〕　☎54‐7121

せんもう

vol.5 職員のつぶやき職員のつぶやき ～職員リレートーク～～職員リレートーク～
　今年採用となり、農林課へ配属された笠井涼平です。
　私が担当している仕事は、市の農業の担い手である農業者への活
動支援や、新たに農業を始めるようとしている方への就農支援など、
農業に関することです。また牛・豚などの家畜の検査や、予防接種等
を行う畜産に関する仕事にも携わっています。
　今まで農業に関わったことがなかったため、わからないことばか
りですが、やりがいのある仕事だと感じ、日々先輩の指導のもと業務
に従事しています。
　これからも自分に任せられた仕事に精一杯取り組み、市民の皆さ
んのお役に立てるよう頑張ろうと思います。

農林課　笠井涼平
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■茨城県消費生活センター　　　　�０２９－２２５－６４４５
■常陸大宮市消費生活センター　　�５２－２１８５（直通）（本庁商工観光課内）
※月・水・金曜日は消費生活相談員が対応します。
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　今年も、文化庁が主催する新発見考古遺物の国内巡
回展「発掘された日本列島」が開催されています。始
まってから２０年になる今年は、「日本発掘」展と銘打っ
て、日本を代表する遺跡の発掘調査成果と、これまで
列島展に出品され高い評価を受けた遺物の展示も行
い、２０年間の集大成と位置付けた過去最大規模の催し
となっています。
　東北歴史博物館を経て、９月１５日まで東京都江戸東
京博物館で開催された後、大阪、長野、福岡を巡回す
るこの大規模な展示に、弥生時代を代表する考古資料
として、かの有名な吉野ヶ里遺跡（特別史跡　佐賀県）
の出土品の隣に、泉坂下遺跡出土の人面付土器「いず
み」が、市内小野天神前遺跡と那珂市海後遺跡から出
土した人面付土器を従えて展示されています。
　一昨年に引き続き、再び列島展に登場した泉坂下遺
跡。なぜ注目されるのでしょう？
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　皆さんは弥生時代にどのようなイメージを持ってい
ますか？「米作り文化を持った渡来人が、縄文人を追
い払って西日本を中心に作った新しい文化の時代」と
思っている方が多いのではないでしょうか。
　しかし、近年の発掘調査や研究によって、紀元前５
世紀頃と考えられてきた弥生時代の始まりを、一気に
５００年も遡る紀元前１０世紀頃とする見解（※）が示され
たり、稲作を行わない独自の文化を発展させた北海道
や南西諸島の解明が進められたりと、日本列島の弥生
時代が、縄文文化を基礎として変化した、きわめて多様
な文化に彩られた時代であることがわかってきました。
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　朝鮮半島に近く、真っ先に稲作文化が伝わった九州
北部や、中国・山陰・四国・近畿地方を先進地とし、
�灌��漑�施設を備えた水田や金属器の使用、周囲に堀を巡
かん がい

らせたムラやお墓などの特徴を持つ弥生を代表する文
化は、弥生時代中期には利根川以西の南関東まで伝
わったとみられています。一方、青森県の津軽平野で
は灌漑用の水路を伴った弥生時代前期の水田跡が発見
され、稲作が徐々に北上したのではなく、早い時期に
海路を使っていきなり青森にもたらされ、東北北部地
域に広がった様子がわかってきました。
　それでは、私たちが住む関東北部や、隣接する福島
など東北南部の様子はどうだったのでしょう？知りた
いですよね。
　ところがこの地域、遺跡が少ないためにさっぱり様
子がわかりません。研究者が頭を悩ますナゾの空白地
帯なのです。
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　平成１８年１月、鈴木素行氏らによって泉坂下遺跡が
発掘され、弥生時代中期の再葬墓から人面付土器をは
じめとする貴重な遺物が多数発掘されました。きわめ
て良好な遺跡の状態から、全国の研究者たちは、当時
の米作りの様子や、ムラの状況、他地域との交流や
人々の暮らしぶりなどが、泉坂下遺跡の調査によって
見えてくる可能性があり、弥生時代の空白を埋める重
要な遺跡となるのでは、と大いに注目しているのです。
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　このような期待を受け、常陸大宮市では泉坂下遺跡
の国史跡指定を目指して、一昨年より４年計画で確認
調査を実施しています。３年目となる今年は、ちょう
ど市制施行・合併１０周年です。泉坂下遺跡を広く皆さ
んに知っていただくために、調査の中間報告として企
画展を行い、さらには説明会とシンポジウムを開催し
ます。
　（＊詳細は、広報常陸大宮おしらせ版���２８７に掲載）

　遺跡は、手に入れたくても購入することのできない
地域固有の財産であり資源です。さあ、泉坂下遺跡を
どのように活用したら現代の私たちに有益なものとな
るのか、みんなで知恵を出し合いましょう。上手に活
用することが、よりよい保存につながり、文化財との
望ましい関係を作っていくことになります。
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さまざまな手足のしびれについて

健  康
通  信
常陸大宮済生会病院
院長               
河野　幹彦先生
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御前山ビオトープ周辺の植物等

双子葉合弁花　シソ科ジャコウソウ属

ジャ
コウ

ソウ

ジャ
コウ

ソウ
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　９月２１日、『出張！なんでも鑑定団』が常陸大宮市
にやってきました。
　毎週楽しく見ている番組なので、張り切って参加
してきました。今回はお宝が見つからず鑑定しても
らえませんでしたが、出品された方の中には２００万
円を超える高額なお宝が�
　次回こそはお宝を見つけて、鑑定してもらいたい
と思うひたまるでした。

　ジャコウソウは、山地の湿ったところに群生
する多年草です。和名は、茎を揺するとじゃ香
の良い香りがするということから、この名前が
付けられました。
　葉の脇から出た短い柄の先に１～３輪の唇形
の花をつけ、花冠は長さ３５～４０mmくらいの筒
状になります。
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